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（オブザーバー） 

（独）理化学研究所 安全管理部研究倫理課 課長 吉識  肇 

（独）放射線医学総合研究所 

        〃  分子イメージング研究センター運営企画ユニットＲＩ棟・画像関連 
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      〃  安全管理課安全管理第２係 係長 高倉 伸夫 

 

（連絡協議会事務局） 

群馬大学 生体調節研究所 所長 岡島 史和 
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【会議次第】 

 

１ 開会の辞    群馬大学昭和地区事務部総務課長 福田 美則 

 

２ 当番大学挨拶  群馬大学 生体調節研究所 所長 岡島 史和 

  

３ 議  事     

１）新規会員等の参加承認 

２）文部科学省施策説明 

     ①平成２４年度概算要求の概要等について 

       文部科学省 研究振興局 学術機関課 研究設備係長 髙田 安隆 

    ②カルタヘナ法について 

     責任及び救済について（名古屋・クアラルンプール補足議定書） 

     災害等への対応について（カルタヘナ法関連） 

文部科学省 研究振興局 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ課 生命倫理･安全対策室 ﾋﾄ細胞研究対策専門官 

                                    美留町 潤一  

   ３）会計報告 

   ４）委員会報告 

①企画委員会（神戸大学 深見 泰夫） 

②研究環境支援整備委員会（茨城大学 安西 弘行） 

③ＩＴ環境整備委員会（熊本大学 荒木 正健）                   

④組換え生物等委員会（広島大学 田中 伸和） 

５）震災バックアップについて 

６）次回当番施設について 

   ７）その他 

 

４ 閉会の辞 
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第２７回全国大学等遺伝子研究支援施設連絡協議会総会議事要旨 

 

日 時：平成２３年１１月１８日（金） 

場 所：伊香保 森秋旅館（群馬県渋川市） 

 

１．開会 

   司会（福田課長）から開会の挨拶があった。 

 

２．当番大学挨拶 

   当番大学の群馬大学を代表して，岡島生体調節研究所長から挨拶があった。 

 

３．議事 

   議事に先立ち，司会から，本日の予定の説明と配布資料の確認があった。 

   次いで司会から，議長の選出について，慣例により当番校の群馬大学が議事を進行

する旨提案があり，了承された。 

   それを受けて，群馬大学生体調節研究所附属生体情報ゲノムリソースセンターの平

井センター長が議長となり，議事を進行することとなった。 

 

１）新規会員等の参加承認 

   平井議長から，東海大学の新規加入及び理化学研究所のオブザーバーから会員への

変更について提案があり，審議の結果了承された。 

    次に，平井議長から放射線医学総合研究所のオブザーバーの登録について提案が

あり，審議の結果了承された。 

 

２）文部科学省施策説明 

  ①平成２４年度概算要求の概要等について 

    文部科学省研究振興局学術機関課髙田係長から，平成２４年度の概算要求の概要

等について以下のとおり説明があった。 

    ・ 概算要求枠のうち，義務的経費は，前年度当初予算における各経費の合計額

に相当する額の範囲内において要求する。 

 ・ 概算要求枠のうち，運営費交付金を含めたその他の経費は，前年度当初予算

における額の１０％減の範囲内で要求する。 

・ その他の経費について，平成２３年度当初予算に相当する額と基礎額との差

額の１．５倍の範囲内で要望を行うことが出来る。 

 さらに，科学研究関連の概算要求の内容について，具体的な説明があった。 
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    それに対し，東京工業大学広瀬教授から，そのほかの経費の増額は運営費交付金

の減額の分がまわった印象を受けたが，運営費交付金を増額するときにはどうする

のかとの質問があった。 

    それに対し，髙田係長から，運営費交付金を増額する場合は，他の経費の兼ね合

いもあるので一概には言えないが，先ほど説明した増額の経費には運営費交付金の

分も含まれているとの回答があった。 

 

  ②カルタヘナ法について 

   責任及び救済について（名古屋・クアラルンプール補足議定書） 

   災害等への対応について（カルタヘナ法関連） 

    文部科学省研究振興局ライフサイエンス課美留町ヒト細胞研究対策専門官から，

カルタヘナ法に基づく遺伝子組換え生物等の具体的な使用方法と注意点，責任及び

救済に関する補足議定書の概要，災害時の対応等について説明があった。 

    それに対し，野島放射線医学総合研究所室長から，議定書締結に向けた国内法の

改正の現状及び海外で批准した国の有無について質問があった。 

    それに対し，美留町ヒト細胞研究対策専門官から，国内法の改正の現状について

は現在他省庁と協議中であり，また，海外で批准した国は現時点ではない旨回答が

あった。 

    続いて野島放射線医学総合研究所室長から，議定書が発効した場合，日本も守ら

ざるを得なくなるが，どうなるのかとの質問があった。 

    それに対し，美留町ヒト細胞研究対策専門官から，管理する側の国内法に従うこ

とになっているので，発効になったとしても，不利になるようなことは避ける方向

で考えているとの回答があった。 

 

３）会計報告 

平成２２年度の決算報告について，鎌田前代表幹事から報告があり，次いで難波

前監査役から，会計監査の結果，適正に処理されている旨報告があった。 

次に，平成２３年度前期収支報告書について，難波代表幹事から報告があり，次

いで鎌田監査役から，会計監査の結果，適正に処理されている旨報告があった。 

次に，平成２４年度予算案について，難波代表幹事から説明があった。 

審議の結果，提案どおり平成２４年度予算案が承認された。 

 

 ４）委員会報告 

  ①企画委員会 

    深見委員長から，以下のとおり報告があった。 

     ・ これまで代表幹事が委員長を務めてきたが，今年度から分業することとな
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った。 

     ・ 本年度の安全研修会は，７月２日（土）学術総合センターにおいて開催し

た。 

 ・ 来年度の安全研修会は，７月７日（土）に神戸大学で開催予定である。 

 ・ 「留学生・外国人のための英語による安全教育訓練テキスト」作成につい

て，ワーキンググループを設置し，具体的作業にとりかかっている。 

    それに対し，京都大学清水教授から，英語テキストは第二著作物になるが，著作

権はどうするのかとの質問があった。 

    それに対し，深見委員長から，詳細については検討中ではあるが，改変できない

形で，相手から許諾を得ようと考えている，また各施設に送付する際に，注意事項

をつけようと考えているとの回答があった。 

    次に，田中沖縄科学技術大学院大学研究安全課長から，どのように説明するのか

シナリオは作らないのかとの質問があった。 

    それに対し，深見委員長から，検討しているとの回答があった。 

    また，田中沖縄科学技術大学院大学研究安全課長からイーラーニングで作成して

いる資料の提供の申し出があった。 

 

  ②研究環境支援整備委員会 

    安西委員長から，以下のとおり報告があった。 

     ・ 共同利用可能な設備・機器の情報収集と提供について，現在検討中である。 

     ・ 設備サポートセンターについて，大学の機器の有効活用のためにサポート

の強化や共同利用を積極的に進めることを目的に，文部科学省で設けた拠点

の６大学のうち，遺伝子協に加入している５大学と，委員会でワーキンググ

ループを立ち上げ，情報交換を行いながら，検討している。 

 

  ③IT 環境整備委員会 

荒木委員長から，本委員会はＩＴ環境の整備に関して当初の目的を達成したと考

えられるため，委員会の名称を「広報委員会」に変更したい旨提案があった。 

それに対し，徳島大学高浜センター長から，委員会の目的の「啓蒙活動」を「理

解増進活動」，名称を「広報・コミュニケーション委員会」に修正してはどうかとの

意見があった。 

また，前川琉球大学教授から，委員会でニュースレターを出せないかとの意見が

あった。 

それらの意見に対し，委員会で引き続き検討することとなった。 

次に，荒木委員長から，ホームページサーバを現在移行作業中である旨報告があ

った。 
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続いて，難波代表幹事から，活動報告書「遺伝子」について，きちんと情報収集

を行い，作成する旨発言があった。 

併せて，運営に関する覚書に「当面」が３箇所あるが，削除してはどうか，また，

附則の「覚え書き」について，他の条文と整合性をとってはどうかとの意見が出さ

れた。 

審議の結果，覚書を下記のとおり改正することが，了承された。 

 ・「IT 環境整備委員会」を「広報委員会」に変更。 

 ・「（役員の数）」「（委員会）」「（会費）」の「当面」を削除。 

 ・附則の「覚え書き」を「覚書」に修正。 

 

  ④組換え生物等委員会 

    田中委員長から，以下のとおり報告があった。 

     ・ 会員及びオブザーバーに，カルタヘナ法及び文部科学省からのお知らせを

中心に組換え生物等委員会通信を７通送付した。 

     ・ １月に第二種使用等の遺伝子組換え生物の譲渡等の情報提供書を作成し，

ホームページで公開している。 

     ・ カイコ，メダカ，ホヤの拡散防止措置の例をホームページで公開している。

カエル，ショウジョウバエ，ニワトリは，来年の総会までには完成させたい。 

     ・ カルタヘナ法相談窓口を開設し，相談を受け付けている。内容は基本的に

は公表しない。 

 

 ５）震災バックアップについて 

    難波代表幹事から，３月の震災を受けて，基礎生物学研究所に生物遺伝資源のバ

ックアップ拠点を設置する方向で動いているが，遺伝子協でも重要なかかわりがあ

るため，今後情報提供を行い，また，現場の意見を取りまとめて検討していきたい

旨報告があった。 

 

 ６）次回当番施設について 

    平井議長から，愛媛大学へ次回の当番校を依頼し，愛媛大学は了承した。 

    続いて，愛媛大学秋山准教授から挨拶と，今後の対応について質問があり，難波

代表幹事から回答があった。 

 

 ７）その他 

    ・ 新しく会員になった東海大学，理化学研究所，オブザーバーに登録された放

射線医学総合研究所からそれぞれ挨拶があった。 
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    ・ 畠山埼玉大学講師から，会員とオブザーバーのすみわけについて質問があっ

た。 

      それに対し，難波代表幹事から，オブザーバーの概念が当初と変わってきて

いるため，会員とオブザーバーの関係を整理して，来年度の総会において提案

したい旨回答があった。 

 

４ 閉会 

   司会（福田課長）から閉会の挨拶があった。 

 

以 上 

 


